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神奈川異グ連の活動状況を伝える機関紙 ＜第７６号＞  

かながわ異グ連ニュース 

２００９年を迎えて   神奈川県異業種グループ連絡会議議長・南出健一 

１．米国型資本主義の行詰り 

遂に「世界同時不況」に突入してしまいました。昨年来、サブプライムローン破綻をキッカケに経済が大

きく揺らぎはじめるであろうと予測されていました。残念ながら昨年９月のリーマンショックで悪しき予測

が的中してしまったのです。いまや半世紀にも及ぶ「金融新自由主義という錯覚」を刷り込んできた米国資

本主義は行き場のない想像を絶するものであることを証明しようとしています。ウォール街に軒を連ねた投

資銀行の大半は消え失せ、億万長者を夢見た「貪欲な仕掛人」は去っていきました。その跡には取り返しの

付かないほどの負債の山だけが残されてしまったのです。それにも増して「デリバティブ」の先導役が投資

銀行出身の歴代米国財務長官であることを考え合わせれば意図するところは明々白々です。彼らは自ら種を

撒き散らせておきながら急転直下の金融危機に右往左往するばかりで場当りな対症療法に終始するだけで

した。しかも米国の金融破綻は先進国はもちろん新興諸国や発展途上国にまで多大な影響を与え国際基準通

貨である「ドル」もその価値を半減させつつあります。 

２００９年、恐らく世界の政治・経済構造が淘汰の波に晒されグローバル化した産業界ではかってない激

しいサバイバル競争を強いられるでしょう。そして「新たな世界」への再構築に向けて試行錯誤が始まる年

になるものと思います。 

２．日本、そしてアジアは 

「対岸の火事」だと嘯いていた日本はリーマンショックからわずか３ヶ月で未曾有の経済縮小に見舞われ

ています。「世界一のトヨタ」が先陣を切って大幅減産と人員整理に踏み切るや他の企業も挙って派遣・期

間社員の首切りを始めました。期末には８万人以上の人々が職を失い住居を放り出されようとしています。

これらの大企業は１０年近くも創業来の高収益を更新し続け磐石の態勢を整えてきたはずです。にもかかわ

らず、その社会的道義的責任を果すどころか「合法」と称して問答無用のリストラを繰返しているとは許し

難いことです。 

一方、中小企業では金融危機と同時に再び銀行からの「貸し剥し、貸し渋り」に直面し資金繰りに苦しん

でいます。際立つのは自動車関連の下請製造業は軒並み受注半減に見舞われ存亡の淵に立たされていること

です。昨年まで繁忙を極めた「自動車城下町」といわれる中京地区ではかってない不況に陥り始めています。

周知の通り当該業界は裾野の広い領域だけに電機・電子産業に大きなダメージを与え倒産企業数では一昨年

の倍になってしまいました。国内企業数の９０%、総雇用人員の７０%を支えてきた中小企業が「急転直下」

の大不況に何ヶ月耐えられるか時間との戦いになって来たといえるかもしれません。 

政府のその場凌ぎの中小企業緊急対策ではほとんど実効が無く、２００９年はかって経験したことのない企

業破綻の嵐が吹き荒れるのではと懸念しています。 

 

新年に想う        神奈川県異業種グループ連絡会議副議長 雑賀 政徳 

横須賀交流プラザ 理事長 よこすか未来塾 代表幹事  

 2009年、お健やかな初春をお迎えのこととお慶び申し上げます。 

昨年の新年号の私の寄稿に「新興企業が都市の一部に集中し、リストラ、転売、インサイダー取引や投機

を繰り返し、資金を膨らませてきたのが昨今の風潮です」と記載しましたが、やはり世界経済の大転換が起

こり始めています。 

投機・金融市場の失速により、アメリカ経済は減速感が深まっており、その広がりがヨーロッパ経済へ影

響しています。マネーゲームや金融バブルの拡大に依存してきた企業や経済の成長が転機を迎えています。

今後必要なことは、貯蓄余剰国である日本がアジアのリーダーとして、もっと内需を拡大させ、次世代産業

の向上を企業ネットワーク（新創異業種交流・コンソーシアム）で実行していくことです。 

 初春の 1月よりアメリカ合衆国はオバマ政権がスタートします。今こそ日本は、質の高い国際的な知的対 
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話（インテリジェンス・コミュニケーション）により、友好・同盟の関係を相互にキャッチボールして行く

事が重要だと考えます。 

 話を足元に戻しますと私は、横須賀交流プラザでの 21 年間、及びよこすか未来塾での 16 年間の活動で

「YOKOSUKAの魅力ある街づくり」を目指してまいりました。 

１． 海軍カレーを提案、市を挙げての努力により横須賀名物になりました。 

２． ガリバーイベントを行っています。2009 年はガリバー上陸 300年です。 

1709 年 5 月三浦按針（ウィリアム・アダムス）は徳川家康の命で観音崎に近い浦賀で貿易の仕事をし

ていました。後にこの書簡集を見たアイルランドのジョナサン・スウィフトは按針をモデルにしてガリ

バー旅行記の日本旅行記にてガリバーを観音崎に上陸させたと考えます。 

 ガリバーイベントを開催して 7年が経過、アメリカ人（196cm足 37cm）ガリバー 

役も今年で 3 代目となり、年間 2 回のイベント（ガリバーファンタジー）に 3 万人が来場します。（観

音崎フェスタ、11/3）横須賀の名物イベント（ガリバーパン、ガリバーたこ焼き、CD ガリバーファン

タジア）です。 

３． LRT を推奨しています。近年「人と環境にやさしい交通」として公共交通の見直しへ議論が高まっ

ています。LRT「次世代型路面電車」「軽量電鉄総合システム」（低速‐エコ‐軽量‐ファッション）

を中心テーマに市民、行政、事業者が一堂に会して街づくりの講演会を開催します。NPO（横浜に

LRTを走らせる会）大内理事長と協力してのパネルディスカッションを開催予定です。 

 さて、ビジネスに戻りますと「お客様に喜ばれる企業になろう！」、つまりプロフェッショナル‐エキス

パートになることです。 

 まず、ネットワークによりグループ企業や情報企業網を構築する。 

横須賀交流プラザ（Y.K.P）会員 33 社（準会員 62社）に協力いただき、発明（特許権）研究開発‐生産‐

販売活動‐使用を一貫して行った新製品を紹介します。 

 環境機器（食用油酸化還元装置）の e-Cube：sss-8は（焼成カルシウム）食品添加物として全く問題なく

安全に使用できます。ホタテ貝を 1250℃の高温焼却することにより殺菌効果が生まれます。sss-8に焼成カ

ルシウムの触媒層を設ける事により、酸化還元を促進する事が実現、高水準で安定期に酸化還元に到達しま

す（特許出願中）。その後、振動装置で結合を分離することが可能となりました。1社‐1ヶ月 15缶（18ℓ）

使用‐年間 28 万円節約できます。油かす（焼成カルシウム）は農業関係者へ提供し、農地の土壌改良に使

用します。 

この 1企業、1グループの活動が内需拡大と新産業の育成に寄与します。経済の大転換という大きな変化

とチャンスを新創異業種交流としてビジネス、専門分野、文化‐芸術交流を融合し、産学官の協力を得て大

きく前進したいと思います。 

本年もよろしくお願い申し上げます。 

 

       新しき年に当たって    神奈川県異業種グループ連絡会議専務理事 芝 忠 

アメリカ中心の世界軸が激しく揺れています。基軸通貨ということで、アメリカの財政危機にもかかわら

ず円よりドルで持っている日本。貿易黒字になってもどんどんドルに換えるため、アメリカに吸い上げられ

ます。アメリカは裏付けのないドル紙幣を依然として印刷しています。しかし実態経済のない、サブプライ

ムローンという証券化された金融商品をあたかも今後も住宅価格が値上がりしそうなことを言って全世界

に売り出しました。これに日本の金融・証券、「大学」までも投資して買い求めました。現在住宅価格が４

０％にまでも下がっているといいます。日本もそうでしたが、土地価格神話の崩壊によって金融危機が起こ

り、税金が投入されました。ここらで真剣に「日米同盟」を再検討すべきでしょう。アメリカに従属するの

ではなく、もっと対等な関係が必要です。軍事同盟や軍事力に頼るのではなく、日本国内に目を向けた「国

力再生」、地域密着型の内需振興策が必要です。効率第一主義、輸出第一主義からの決別。昨年、訪問した

長野県の「寒天パパ」伊那食品工業のように少しづつ少しづつ大きくし、社員の幸せのために会社があると

いう事例。非効率と言われている農林漁業の振興、大型店主導でない地域商店街の再建などに目を向ける必

要があります。神奈川異グ連の活動でも国際間の交流では度々考えさせられる場面がありました。われわれ

もしっかりと将来を見据えて活動していきたいと思います。 
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産 学 官 交 流 サ ロ ン の コ ー ナ ー 

おなじみ尾上町サロン 

日時：第一・三金曜日（Ｈ２１年０２月０６日、２０日、０３月０６日）１７：１５～  

会場：神奈川中小企業センター5階異グ連事務所       会費：1000円（現物も大歓迎） 

連絡問合：神奈川異グ連事務局 芝、島津龍男、八幡、鈴木 洋子０４５－６３３－５１４２  

第 30回新産学公交流サロン（よこはま） 

日 時：２００９年１月２１日（水）18:00～20:30 

場 所：神奈川中小企業センタービル ５階    

話 題： 「戦中派から中小企業の経営へ」 

～研究開発にこだわった６０年 

  元神奈川県モデル工場協議会会長 中村正信氏 

参加費：1000円（ビール、おつまみ付）     

事務局：織方,岡田、杉本 芝 045-633-5142 

第 18回西湘サロンの開催案内 

日 時：２００９年 1月 1９日（月）18:00～20:30 

場 所：あいおい損保小田原支社(瀬戸ビル)３F  

話 題：サロン開設 3周年記念シリーズ第一弾 

   「文化観光交流とまちづくり」 

東海大学工学部建築学科教授 杉本洋文氏 

参加費：1000円（ビール、おつまみ付） 

申 込：島津俊、吉池、芝 tel 045-633-5142 

第 30回三浦半島経済人サロンの開催案内 

日 時：２００９年１月２７日（火）18:00～20:30 

場 所：神奈川新聞社横須賀支社 ５Ｆ会議室 

話 題：「神奈川の今」  

神奈川新聞社 東京支社長  三好 秀人氏 

参加費：1000円（ビール、おつまみ付） 

事務局：八幡 045-633-5142、鶴野 045-836-6785 

第２６回かわさき経済人ネットワークサロン 

日 時：２００９年２月９日（月）18:00～20:30 

場 所：（財）川崎市産業振興会館１０階第２会議室 

話 題：鉄工業の近代化と新分野進出への挑戦 

        株式会社福嶋鉄工所社長 福嶋 進氏 

参加費：1000円（ビール、おつまみ付）   

事務局：松井、渡部、芝 045-633-5142 

 

かながわ異グ連の会員グループやプロジェクトの状況 

Ｃ＆Ｓグループより新年のご挨拶       Ｃ＆Ｓグループ会長魚崎誠也 

異グ連の皆様、明けましておめでとうございます。昨年 10 月産業技術センターでの研究発表会の後の懇親会

で、センター職員の方が挨拶の際、「異グ連の活動は素晴らしいが、名前がいけないですね、異グ連」と言われ、

笑いを誘っていました。グ連隊を思わせる響きに聞こえることを指摘されたのだと思います。我々も活動の主

催として人様に説明するとき、困ったり、説明に時間がかかったり、同感の面がありました。 

新年を迎えて、今年も何とか良い名前がないかなと思う時期になりました。名前はともかく、この混迷の時期

に異グ連の活動は、より一層大事になってきたのではないかと思います。今年一年、充実した年になりますよ

う、皆様のご健勝と一緒にお祈り申し上げます。 

 まんてんプロジェクトの状況             千田ＢＣ   

●１２月１２日に開催された「全国中小企業活性化支援シンポジウム」（中小企業総合研究機構主催）にて航空・

宇宙と中小企業がテーマとして取り上げられ、まんてんプロジェクトから概要のプレゼンテーションが行なわ

れた。このシンポジウムは毎年、全国の市及び県などの公的支援機関の担当者を対象にセミナーを行なってい

るもので、昨年に引き続きまんてんプロジェクトが講演を行った。参加は２３都道府県の市、支援機関から６

６名であった。 

●１２月１６日号の日本航空新聞に、まんてんプロジェクトが提唱した、地方の航空宇宙コンソーシアムの全国

レベルでの協議会「全国航空宇宙連絡協議会」発足の記事が掲載された。同様の記事は、１１月２７日の日刊

工業新聞、１１月２９日の毎日新聞にも報道された。 

シフト 21 定例会        有村ＢＣ 

 1 月定例会（1月 13日）は㈱エスイーディー、「大人の冒険」プロデューサー兼編集長 白浜範行氏に「シ

ニアマガジン”大人の冒険”をツールに展開する広告ビジネス」と題してお話をいただきました。フリーペー

パーは多様なターゲット向けにかなりの種類が発行されていますがシニア向けは少ないようです。業界動向や、

シニア業界についての研究を踏まえてフリーペーパーを発行された経緯やプラン、広告営業や編集企画の内容

など豊富なご経験を踏まえた興味あるお話をいただきました。 
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２月定例会は２月 10日（火）18時 30分～ “cinema-english” 主宰 勝田友子氏に「ビジネスに活かすシ

ネマの英語（仮）」と題してお話をいただきます。映画の名場面を利用して簡単な単語でビジネスにいかせる英

会話、日常会話のコツなどを伺います。 

シフト２１は経営変革を目指す企業と人の交流を図るグループとして、業種や業態を問わない幅広い交流を目

的に定例会を開催しております。（原則第二火曜日開催） ゲストの皆様の参加を歓迎しております（初回参加

は無料）。お問合せは有村までお願いいたします。(arimura-c@nifty.com)  

日韓ビジネス協議会第９２回定例会          高橋導徳ＢＣ 

日時：１月２１日(水）１５：００～１７：００  １７：１５より懇親会を予定しています。 

場所：神奈川中小企業センタービル５階会議室 

かながわ異業種交流センター（異業種グループ連絡会議） ＴＥＬ：０４５－６３３－５１４２  

内容：①日本企業紹介・・人材派遣・職業紹介業 ㈱ＩＢＢ ＪＡＰＡＮ 小峰直保子氏 

              サービス・アパートメント紹介業 ㈱スペースデザイン 浅野淳美氏 

    ②話題・・日韓の連携グループ企業９０社の販路拡大について ㈱スリーテック 久野啓一氏 

    ③基調講演・・「人生経験」 (有)ホンダマシン 本田武士氏 

関心ある企業の参加者を歓迎致します。 

申込先：TEL＆FAX：０４５－３１１－００９４ 高橋迄 MAIL： mtakahas@tb3.so-net.ne.jp 

関連イベント等のおしらせ 

補助金セミナー ＳＢＩＲ説明会(無料) 

中小企業技術革新(SBIR)説明会を開催します。 

日時：H２１年０２月２５日（水）13:30～16:30 

会場：神奈川中小企業センタービル６Ｆ大会議室 

内容：①公的資金活用企業の体験談 

    ②ＳＢＩＲ制度概要、最新情報 

    ③応募のポイント など 

主催：(社)日本技術士会神奈川県技術士会 

申込み：同上 tel045-210-0337 fax045-210-0338 

創業支援セミナー ビジネスプラン作成のすすめ 

 良いビジネスプランの作成が事業成功への近道！ 

日時：Ｈ２１年２月２０日（金）14:00～17:00 

会場：神奈川中小企業センタービル 14F多目的ホール 

内容：①基調講演「なぜビジネスプランを創るのか」 

     神産振セ・マネージャー  川西正巳氏 

   ②パネルディスカッション 

    「私にとってのビジネスプラン」 

主催：(財)神奈川産業振興センター、ＫＳＰ 

申込み：同上 tel045-633-5203 fax045-633-5194 

大学発ベンチャー ビジネスプラン発表会 

日時：Ｈ２１年２月２日（月）13:30～16:30 

会場：かながわサイエンスパークＫＳＰ西７０９ 

内容：①基調講演「大学発ベンチャーの危機に挑む」 

     ㈱ナノエッグ社長 大竹秀彦氏 

   ②ビジネスプラン発表 

     ㈱ｱｰﾃｨｾﾙ･ｼｽﾃﾑｽﾞ、㈱STAC、ｲﾝﾋﾟｭﾃｸｽ㈱ 

   ③名刺交換会 

主催：神奈川県商工労働部産業活性課 

申込み：同上 tel045-210-5564、fax045-210-8868 

事業継続ｾﾐﾅｰ 中小企業ＢＣＰ策定セミナー 

日時：Ｈ２１年２月６日（金）14:00～17:00 

会場：鶴見会館（横浜企業経営支援財団）高砂の間 

内容：①ＢＣＰ概要「地震、インフルエンザ等」 

     三菱総研主席研究員 木根原 良樹氏 

   ②災害時における財務対応 

     眞埼ﾘｽｸﾏﾈｰｼﾞﾒﾝﾄ代表 眞埼 達二郎氏 

   ③ＢＣＰ策定・運用の要点 

     三菱総研研究員  瀧 陽一郎氏 

主催：三菱総研、後援：神奈川県、商工会議所、商工会 

申込み：fax03-3277-3480三菱総研ＢＣＰｾﾐﾅｰ事務局 

明けましておめでとうございます。今年も異グ連ニュースをご愛読方お願い申し上げます。 

神奈川県異業種グループ連絡会議 交流アドバイザーが詰めております、気軽にご連絡ご相談ください（無料） 

【月】 魚崎 誠也 村上 嘉男  【火】 八幡 敬和 児玉 英二  【水】 芝 忠  杉本 明子    

【木】 八幡 敬和 松井 利夫  【金】 島津龍男 芝 忠 織方盛男  【土、日、祭日】は休業です。 

〒231-0015横浜市中区尾上町 5-80神奈川中小企業センタービル５階    

神奈川県異業種グループ連絡会議事務局 TEL 045-633-5142 FAX 045-633-5194  

URL：http://www.kanagawa-iguren.com   e-Mail：iguren@kanagawa-iguren.com 

皆様からのご投稿をお願いいたします。（会報編集担当）mail t-onogawa@pro.odn.ne.jp小野川へお送りください。 

神奈川異グ連への連絡問合せは、上記事務局当番者 tel 045-633-5142  fax 045-633-5194 へどうぞ！ 

mailto:mtakahas@tb3.so-net.ne.jp
http://www.kanagawa-iguren.com/
mailto:iguren@kanagawa-iguren.com
mailto:t-onogawa@pro.odn.ne.jp

